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あたって

ご挨拶 東通村長

越 善 靖 夫

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
村
政
の
各
般

に
わ
た
り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
全

国
的
な
感
染
拡
大
か
ら
、
村
民
の
皆
様
に
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
な
ど
、
感
染
予
防

に
努
め
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
我
が
村
の
第
一
次
産
業
は
、
水

稲
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
作
況
指
数
１
０
５
の

「
や
や
良
」
と
な
り
、
野
菜
類
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
価
格
の
低
下
が
あ
り
ま
し

た
が
、
順
調
に
回
復
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ば
・
大
豆
は
八
月
下
旬
の
豪
雨
に
よ
る
倒

伏
が
影
響
し
、
生
育
不
足
か
ら
減
収
と
な
り
、

畜
産
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
か

ら
、
若
干
の
安
値
傾
向
で
す
が
、
依
然
、
高
値

相
場
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
七
月

に
締
結
し
た
弘
前
大
学
と
の
連
携
協
定
に
基
づ

く
調
査
・
研
究
や
、
新
た
な
農
産
物
加
工
施
設

を
含
む
旧
北
部
中
学
校
エ
リ
ア
の
農
業
振
興
拠

点
化
事
業
を
進
め
、
農
業
支
援
基
盤
の
確
立
と

農
業
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

漁
業
に
お
い
て
は
、
村
の
主
力
で
あ
る
ス
ル

メ
イ
カ
漁
が
、
一
昨
年
に
続
き
不
漁
と
な
り
、
も

う
一
方
の
主
力
で
あ
る
、
サ
ケ
定
置
網
漁
に
お

い
て
も
、
不
漁
だ
っ
た
一
昨
年
の
八
割
程
度
と

近
年
に
な
い
大
不
漁
と
な
っ
て
お
り
、
一
昨
年

よ
り
数
量
、
金
額
で
下
回
っ
て
い
る
状
況
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
タ
テ
漁
に
つ
い
て
も
、
野
牛
・
石
持
両
漁

協
と
も
例
年
以
下
の
水
揚
げ
と
伺
っ
て
お
り
、

そ
の
他
の
主
力
魚
種
と
し
て
は
、
ヤ
リ
イ
カ
が

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
近
年
に
な
い
豊
漁
と
な

っ
た
も
の
の
、
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ヒ
ラ
メ
、
マ
グ

ロ
、
ブ
リ
、
コ
ン
ブ
等
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年

来
の
不
漁
と
な
り
、
特
に
、
コ
ン
ブ
に
あ
っ
て

は
平
年
の
三
割
程
度
と
、
漁
獲
量
の
低
迷
は
長

期
に
わ
た
り
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

第
一
次
産
業
が
主
体
の
東
通
村
の
中
で
も
、

水
産
業
は
経
済
活
動
の
根
幹
を
な
す
産
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
十
一
月
に
県
内
自
治
体
と

し
て
は
初
め
て
、
北
海
道
大
学
と
の
水
産
連
携

協
定
を
締
結
し
、
水
産
資
源
の
調
査
・
研
究
や
、

旧
尻
屋
小
学
校
の
水
産
振
興
拠
点
化
事
業
を
進

め
、
村
の
海
域
特
性
を
生
か
し
た
「
つ
く
り
育

て
る
漁
業
」
の
推
進
と
漁
港
・
漁
場
等
の
充
実

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

漁
業
経
営
は
、
水
産
資
源
の
減
少
に
加
え
、

魚
価
の
低
迷
、
燃
油
や
資
材
の
高
騰
な
ど
、
沿

岸
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
魅
力
あ
る
漁
業
、
活

力
あ
る
漁
村
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
漁
業
振

興
対
策
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
東
通
原
子
力
発
電
所
東
北
電
力

一
号
機
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
の

定
期
検
査
以
降
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
伴
い
、
現
在
も
停
止
し
た
ま
ま
で
あ
り

ま
す
。

　

東
北
電
力
に
お
い
て
は
、
安
全
対
策
工
事
な

ど
の
完
了
時
期
を
２
０
２
１
年
度
と
し
、
地
域

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
準
備
が
整
っ
た
段
階
で

の
再
稼
働
を
目
指
す
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
具

体
的
な
見
通
し
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
東
京
電
力
一
号
機
に
つ
い
て
は
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
降
、
本
格
工

事
の
開
始
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
電
力
に
お
い
て
は
、
２
０
２
０
年
度
頃

を
目
途
に
基
本
的
な
枠
組
み
を
整
え
る
と
し
て

い
ま
す
が
、
現
在
ま
で
具
体
的
な
見
通
し
は
示

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
は
、
第

五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
、

２
０
３
０
年
に
向
け
た
対
応
と
し
て
、
原
子
力

発
電
を
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
に
位
置
付

け
る
と
と
も
に
、
原
子
力
を
20
か
ら
22
％
と
す

る
電
源
構
成
比
率
を
目
指
し
、
必
要
な
対
策
を

着
実
に
進
め
る
と
し
、
ま
た
、
２
０
５
０
年
に

向
け
た
対
応
と
し
て
、
原
子
力
は
実
用
段
階
に

あ
る
脱
炭
素
化
の
選
択
肢
で
あ
る
と
し
な
が
ら

も
、
原
子
力
発
電
所
の
新
増
設
な
ど
の
具
体
的

な
方
策
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

当
村
は
、
昭
和
四
十
年
の
村
議
会
誘
致
決
議

以
来
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、
村
議
会
や

村
民
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
国
や
事

業
者
と
の
信
頼
関
係
の
も
と
、
一
貫
し
て
国
策

で
あ
る
原
子
力
政
策
に
対
し
て
、
全
面
的
に
協

力
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
再
三
に
わ
た
り
、
国
及
び
県
、

そ
し
て
両
事
業
者
に
対
し
て
、
早
期
の
再
稼
働
、

早
期
の
工
事
再
開
、
立
地
地
域
へ
の
支
援
な
ど

に
つ
い
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

東
北
電
力
一
号
機
の
運
転
停
止
、
東
京
電
力
一

号
機
の
本
格
工
事
の
中
断
か
ら
十
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
当
村
の
行
財
政
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
が
年
々
深
刻
さ
を
増

し
、
非
常
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
立
地
地
域
が
お
か
れ
て
い

る
実
情
を
強
く
訴
え
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
一
層
の
安
全
確
保
を
大
前
提

と
し
て
、
原
子
力
発
電
所
と
の
共
生
に
よ
る
村

づ
く
り
を
進
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
元
経
済
、
行
財
政
運
営
は
、

共
に
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
将
来

の
村
づ
く
り
を
見
据
え
、
基
幹
産
業
で
あ
る
第

一
次
産
業
の
振
興
・
発
展
の
た
め
、
糖
度
を
高

め
た
寒
締
め
野
菜
「
寒
立
菜
」
や
「
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
」、「
東
通
天
然
ヒ
ラ
メ
刺
身
重
」
等
の
村

産
品
の
消
費
拡
大
を
図
る
施
策
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。

　

よ
り
良
い
生
活
環
境
の
構
築
に
つ
い
て
は
、

生
活
基
盤
の
根
幹
を
な
す
道
路
整
備
、
防
災
体

制
の
確
立
、
教
育
、
子
育
て
支
援
、
福
祉
、
医

療
を
重
点
的
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
砂
子
又
バ
イ
パ
ス

が
完
成
し
、
今
後
は
、
白
糠
バ
イ
パ
ス
老
部
工

区
の
更
な
る
進
捗
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

防
災
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
原
子
力
防
災
、
津
波

に
対
す
る
強
靱
な
村
づ
く
り
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。

　

教
育
に
関
し
て
は
、
東
通
村
教
育
大
綱
に
基

づ
き
、
教
育
環
境
デ
ザ
イ
ン
を
積
極
的
に
推
進

し
、
村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
育
ん
で
参

り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
無
償

化
の
ほ
か
、
新
た
に
、
保
育
料
や
高
等
学
校
通

学
費
の
完
全
無
償
化
を
実
現
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

福
祉
に
つ
い
て
は
、
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

充
実
に
努
め
、
村
民
の
健
康
増
進
に
繋
げ
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
東
通
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
人
口
対
策
に
お
い
て
は
、

子
育
て
支
援
と
教
育
環
境
の
充
実
を
柱
に
、「
ひ

と
み
の
里
」
分
譲
事
業
の
推
進
、
創
業
支
援
や

新
た
な
就
農
支
援
の
充
実
等
を
行
い
、
移
住
と

定
住
の
両
輪
に
よ
る
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま

す
。

　

東
通
原
子
力
発
電
所
の
運
転
再
開
と
工
事
再

開
の
時
期
が
依
然
と
し
て
明
確
と
な
っ
て
お
ら

ず
非
常
に
厳
し
い
経
済
環
境
、
行
財
政
状
況
は

続
き
ま
す
が
、
私
と
し
て
は
、
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
、
行
政
課
題
を
着
実
に
解
決
し
な
が
ら
、

将
来
の
東
通
村
の
基
盤
を
し
っ
か
り
と
し
た
も

の
に
整
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
村
民
が
東
通
村

に
誇
り
を
持
っ
て
頂
く
よ
う
、
皆
様
と
共
に
行

政
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
多
幸
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
に
当
た
っ

て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。


